
市民病院の正面玄
関を入ると、左側に
エプロン姿の女性が
立っていることをご
存知ですか。彼女た
ちは病院の開設とと
もに誕生し、29年間
ずっと活動を続けて
いる「はなの木ボラ
ンティア」の皆さん
です。
はなの木ボランティアでは、付き添いの家族が車
を移動するあいだなどに、希望に添ってお手伝いを
しています。また、場所の説明など「皆さんのお役
に立ちたい」という思いを基本とした活動を行って
います。必ず「お手伝いしましょうか」と確認して
からお手伝いしています。
お手伝いの希望があれば、はなの木ボランティア
へ気軽に声をかけてください。

一緒に活動しませんか
はなの木ボランティアでは一緒に活動するメンバ
ーを募集しています。興味のある人は、はなの木ボ
ランティアまたは市民病院管理課総務係までご連絡
ください。
とき　月～金曜日　９時～11時30分
※月に１日程度の活動となります。

ハナちゃん通信市 民 病 院
問合せ
市民病院管理課

☎（48）5050

独学で芸術家となっ
た達吉は自然に学び、
自然を手本としました。
その作品は、染織・七
宝・金工・木工・陶磁
といった工芸以外に、
絵画・図案・書など、
幅広い分野に及びます。
作品づくりだけでは
なく、先を見抜く目に
も優れ、帝国美術学校の教授や百貨店の白木屋顧問、
郷土工芸の発展や家庭手芸普及などさまざまな活動
をしました。また、瀬戸や小原などで多くの陶芸・
工芸作家を指導し、優れた作家を生み出しました。
達吉は昭和39年（1964年）、83歳で亡くなりまし

た。彼の死後、彼の作品や生活空間に美を求めた姿
勢は徐々に評価が高まりました。近代工芸史の研究
には欠かせない人物の１人です。

藤井達吉は碧南出身の美術工芸家です。
明治14年（1881年）に棚尾村で生まれ、幼いころ
から手先が器用な少年でした。棚尾小学校を卒業し
たあと、木綿問屋をはじめ、いくつかの奉公に出ま
した。17歳のときに美術学校への進学を希望するも
父親の了解が得られず、名古屋の服部七宝店に入社
しました。しかし、ここでの経験は達吉の美術に対
する考え方の下地となりました。仕事で万国博覧会
へ参加するために渡米した達吉は、さまざまな美術
作品に接し、日本美術の素晴らしさと西洋美術のデ
ッサンの重要性を知りました。そして、一度は断念
した「美術工芸作家」として生きることを決めた達
吉は、その後上京し、高村光太郎や岸田劉生など一
流の芸術家と親交を深めました。

碧南の歴史へのいざない

はなの木ボランティアをご存知ですか
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藤井達吉

△藤井達吉（市所蔵）

　　　　△はなの木ボランティアの皆さん　　　

問合せ　文化財課内市史資料調査室　☎（41）4566

11

従業員の皆さんが消防団に入団することは、事業
所にとってもさまざまなメリットがあります。今回
は事業所の生の声をお聞きするため、消防団協力事
業所であり、今年度、県知事から消防団関係優良事
業所表彰を受賞されたスギ製菓㈱の代表取締役社長・
杉浦敏夫氏にお話を伺いました。
■Ｑ消防団について、どのようなイメージをお持ちで
すか。
■A地域の防災リーダーとして活躍していることは知
っていましたが、あまり深く消防団の実情をわかっ
ておらず、お酒を飲む機会が多いという印象があり
ました。
しかし、自分が７年程前に副分団長として入団し

てみると、イメージは一変しました。４月から始ま
る操法訓練は決して楽なものではありませんでした
が、約２か月の訓練で基本的な知識や行動を学ぶこ
とができました。真剣にこの２か月を取り組むこと
によって、年齢の違う仲間とのチームワークやきず
な、ネットワークを形成することができ、５年間の
任期を経るなかで生涯の友ができました。
また、市消防団は任期が５年と決まっており、こ

れは良い点だと思います。人員の選出には地区の皆
さんにも大変苦労をおかけしていますが、防災経験
に長けた人間を地域へたくさん輩出できる間口とし
て、非常に良いシステムだと思います。最初は嫌々
であった団員も、任期を終えてみれば大半の団員が
経験して良かったと言っています。なかに入って本
質を見るのと、そとから見たイメージには大きな差
があります。
■Ｑ御社が消防団員を積極的に輩出するようになった
きっかけを教えてください。
■A私自身が入団する前にも従業員のなかに地区から
の推薦を受け、消防団を経験した者がいましたが、
会社として積極的に輩出するようになったきっかけ
は、自分自身が消防団を経験したことが一番大きい
ですね。社会に出てから、あれだけの規律を学ぶこ
とができる場はなく、大変有意義な場です。これは
消防団員としての側面だけではなく、人間的に大き
く成長でき、仕事面でも大きな変化をもたらしてく
れると感じています。

■Ｑ従業員が消防団員として活動するにあたり、就業
時間中であっても、有事の際には出動することもあ
りますが、どうお考えですか。
■A消防団員の任務ですので、
協力していきたいと考えてい
ます。災害発生時に市外に出
ている場合や、工場勤務では
すぐには職場を抜けられない
などの実情もありますが、で
きる限りの支援は行っていき
たいです。
■Ｑ消防団に在籍している従業員に対し、会社として
支援していることはありますか。
■A訓練のある期間中は夜勤を免除し、災害出動時は
職務を免除するなど、出動しやすい環境を作る努力
をしています。また、地域のなかで活躍できる社員
を育てたいという思いから、地域貢献を行っている
意味合いで手当を支給しています。
■Ｑ従業員が消防団員になり、変化などありましたか。
■A大きな成長を感じます。経験のなかで学んだ規律
が身についており、あいさつ１つにしても以前と比
べて変化があり、仕事に対してもきびきびと取り組
むようになったと思います。
上司の意図をくみ取って、自分の役割を認識し、

一生懸命取り組む姿勢が見られるようになりました。
また、社内の防災訓練時には率先して周りの従業員
を引っ張ってくれて、とても頼もしく感じます。
■Ｑ消防団に求めることはありますか。
■A消防団の皆さんが一生懸命取り組まれていること
は十分伝わっていますが、強いて言うならば、任期
を終えたあとも勤め先や地域などで有事の際には活
躍していただけたらと思います。自分自身もそうで
なくてはならないと思います。

消防団協力事業所
インタビュー

た

問合せ
防災課地域防災係　　
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